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クラレ、転職 2年目が AIで新材料開発に成功した意味 

― MI 後発企業の逆転戦略と素材産業のパラダイムシフト ― 
Claude Opus 4.6 

2026 年 3 月 9 日 

化学大手クラレで、転職わずか 2 年目の若手エンジニアが AI を駆使して自動車関連消費財向け

新材料の最適配合を導き出し、開発に成功した[1,2]。通常なら長年の経験とベテランの暗黙知が

不可欠な材料開発を、AI が「経験のイコライザー」として機能させた象徴的な事例である。本

稿では、この成果の背景にあるクラレの中期経営計画「PASSION 2026」に基づく組織改革・

AI 基盤整備の全容を概観し、競合他社との比較、「AI が特許を出す時代」の知財戦略への示

唆、そして素材産業全体のパラダイムシフトについて深掘りする。 

1. 若手が「長年のノウハウ」を超えた具体的経緯 

クラレの研究開発トップである尾松俊宏常務執行役員は、2026 年 2〜3 月の日経テックフォー

サイトのインタビューで、若手エンジニアの成功事例を明かした[2]。この人物は他社から転職

してまだ 2 年目でありながら、AI を使って自動車関連の消費財向け新材料の最適な配合を導き

出し、製品開発を成功に導いた[1]。従来であれば、材料の配合最適化には膨大な実験の繰り返

しと数年から 10 年単位の現場経験が必要とされる。クラレが整備した分子動力学法（MD）や

CAE などのシミュレーション技術、そしてマテリアルズ・インフォマティクス（MI）の活用環

境が、この若手の「AI スキル」と結びつくことで、ベテランの暗黙知に匹敵する成果を短期間

で実現させた[1,4]。 

この事例が示すのは、AI が材料開発の「属人性の壁」を崩し始めているという構造変化だ。住

友化学では 100 万以上の組み合わせからわずか 20 回の実験で最適解を発見し[11]、旭化成では

熟練者が試行錯誤で求めたのとほぼ同じレシピを MI では 1 回で導出できたとの報告がある

[14,15]。積水化学のノーコード MI アプリ「RASIN」や Citrine Platform などプログラミング不要

のツールが普及し[12,13]、デジタルネイティブ世代の若手研究者がむしろ経験の浅さを AI 適応力
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の高さに転換できる環境が整いつつある。 

2. PASSION 2026を支える組織改革と AI基盤 

2.1 経営計画と投資規模 

クラレは 2022 年度から 5 カ年の中期経営計画「PASSION 2026」を掲げ、DX を 3 つの挑戦の

中核に据えている[6,37]。研究開発費は 2024 年度に過去最高の 257 億円（前年比+13 億円）に達

し、5 年間で合計 1,500 億円を投入する計画だ[5]。設備投資は当初 3,800 億円から 5,000 億円に

上方修正された[5,38]。 

2.2 組織改革（2025年 1月） 

組織面では 2025 年 1 月に大規模な機構改革を実施した。研究開発本部内に「デジタルソリュ

ーション部」を新設し、MI・高度シミュレーション・独自 AI 開発を専門的に推進する体制を

構築[3,10]。同時に「外部連携グループ」を新設してオープンイノベーションを加速し、東京女子

医科大学・早稲田大学連携施設（TWIns）内に「東京ラボ」を開設してライフサイエンス分野

の産学連携拠点とした[21]。さらに IP マネジメントセンターを「知的財産センター」に改組し、

尾松氏が研究開発本部・イノベーションネットワーキングセンター（INC）・知的財産センタ

ーの三つを一括管轄する体制とした[2,3]。研究開発と知財を一体運営する体制は、「AI が特許を

出す時代」への備えそのものだ。 

2.3 人材育成と DX推進体制 

人材面では DX 人材育成プログラム（ゴールド・シルバー・ブロンズの 3 段階）を 2023 年か

ら開始し、2026 年末までに約 7,000 人を教育する計画で想定以上に順調に進行中である[7,8]。

2024 年度の中途採用比率は 58.6%に達し、商社や電機メーカーから AI 人材を積極的に獲得し

ている[9]。グローバル DX 推進体制としては「DX-IT 本部」がブラジル出身のスタンリー・フ

クヤマ本部長のもとで機能し、R&D ナレッジ管理基盤（2023 年構築開始、2025 年からグロー

バル運用）が研究データの一元管理を実現している[7,20]。 
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3. 「細胞と電池」に賭けるクラレの戦略領域 

尾松氏が示した 3 つの戦略領域は、クラレの技術的強みを次世代成長分野に接続する意図が明

確だ[2]。 

細胞関連は最も注力度が高い。独自の PVA（ポリビニルアルコール）技術を応用した細胞培養

用マイクロキャリア「スキャポバ®」を 2024 年 1 月に国内・米国で発売した[22]。攪拌に強く安

全性が高い足場材料で、再生医療の大量細胞培養に貢献する。2025 年 10 月にはサイフュー

ズ・ZACROS・千代田化工建設との 4 社共同開発を発表し、バイオ 3D プリンターによる臓

器・血管組織の形成まで視野に入れた[23]。 

半導体・電子材料関連では、LCD 偏光板用の光学用 PVA フィルム（世界シェア約 80%）が収

益柱であり、耐熱性ポリアミド樹脂「ジェネスタ」はクラレのみが製造する独自製品で、EV 向

けバッテリー周辺部品や小型コネクタ向けに需要が拡大中だ[24,25]。サステナブルソリューション

では、EVOH 樹脂「エバール」（世界シェア約 60%、シンガポール新プラント 2026 年末稼働

で約 30%増強）によるフードロス削減や、活性炭による PFAS 除去など、環境貢献製品の売上

比率を 2024 年の 58%から 2026 年に 60%へ引き上げる計画を進めている[5,25]。 

4. 競合 6社のMI活用比較 

日本の素材メーカーにおける MI 活用の成熟度は、公開情報ベースで明確な差が生じている。 

旭化成が最も先進的だ。2017 年に MI 実証を開始し、独自プラットフォーム「IFX-Hub」と全

社データ基盤「DEEP」（2022 年稼働）を構築。MI・自動実験設備を組み合わせたスマートラ

ボで無人の材料探索を実現した[14,15]。MI 人材は 630 人超を育成済みで、コロナ禍では研究員が

在宅勤務中に MI を使いわずか半年で低燃費タイヤ用新規ポリマーを開発した成功事例もある

[14]。 

三菱ケミカルは DX に 240 億円（2021〜22 年度）を投じた大規模投資が特徴で、独自アプリ

「MI Bridge」で顧客への最適材料配合提案まで展開する[17]。住友化学は 2023 年に社内版
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ChatGPT「ChatSCC」を全 6,500 名に展開し、3 カ月で AI アプリ 750 個を作成するなど生成

AI 活用で急加速した[16]。三井化学は IBM Watson×GPT 融合で新規用途発見数を倍増させるユ

ニークなアプローチを取る[17]。東レは 20 年以上の計算科学の蓄積を強みに、航空機用 CFRP

の開発期間を通常 2〜3 年から約 1 年に短縮した[18]。 

表 1：日本素材メーカーMI 活用比較 

企業 MI開始 独自 PF DX投資額 AI/DX人材 代表的成果 

旭化成 2017 年 IFX-Hub, DEEP 非公開（大
規模） 

630 人超
（MI） 新ポリマー半年開発、スマートラボ 

三菱ケミカ
ル 2018 年 MI Bridge 240 億円 非公開 自動運転ラボ、顧客提案 

住友化学 2019 年 ChatSCC, Biondo 非公開 1,700 人 AI アプリ 750 個/3 カ月 

三井化学 2020 年
頃 Watson 用途探索 非公開 165 人目標 用途発見数倍増 

東レ 2019 年
頃 

樹脂物性予測サービ
ス 非公開 2,000 人超目

標 CFRP 開発 1 年に短縮 

クラレ 2025 年
本格化 

デジタルソリューシ
ョン部 

R&D 5 年
1,500 億円 

7,000 人教育
計画 若手が新材料開発成功 

（出所：各社公開情報および報道をもとに筆者作成） 

クラレの位置づけは「MI 活用の後発組が一気に巻き返しを図っている段階」と言える。旭化成

や三菱ケミカルのような大規模 MI 基盤は未整備だが、2025 年 1 月のデジタルソリューション

部新設と外部 AI 人材の積極採用で急速にキャッチアップを進めており、若手の成功事例はその

成果の最初の現れだ[1,3]。 

5. 「AIが特許を出す時代」の法的・戦略的リアリティ 

5.1 DABUS事件と各国の法的判断 

尾松氏の「AI が特許を出す時代想定」という発言は、法的現実と戦略的ビジョンの両面から理

解する必要がある[2]。法的には、AI を発明者とする特許出願はほぼ全ての主要国で否定されて

いる。国際的テストケースとなった DABUS 事件では、米国（2022 年連邦巡回区控訴裁）、欧

州（EPO 審判部 2021 年）、英国（最高裁 2023 年）、ドイツ（連邦裁判所 2024 年）のいずれ
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もが AI 発明者を認めなかった[26]。日本でも 2024 年 5 月の東京地裁判決と 2025 年 1 月の知財

高裁判決で、特許法上の「発明者」は自然人に限ると確定している[27,28]。ただし知財高裁は「広

汎かつ慎重な議論を踏まえた立法化のための議論が必要」と付言しており、制度的議論は継続

中だ[28]。 

5.2 クラレの知財戦略への示唆 

クラレの文脈で「AI が特許を出す」とは、AI が発見した材料組成を人間が検証・出願するプロ

セスの高速化を意味すると解釈すべきだ。MI の活用で材料開発が加速すると、先願主義のもと

での出願スピード競争が激化する[2,36]。クラレが 2025 年 1 月に知的財産センターを改組し研究

開発と一体管理する体制を構築したのは、発見から出願までのリードタイム短縮を狙った布石

だ[3]。 

特許庁も AI 時代への対応を加速している。AI 関連発明の審査事例を 25 事例に拡充し、AI 担

当官を 13 名から 39 名に増員[29,30]。2025 年 1 月の産業構造審議会特許制度小委員会では、AI が

自律的に発明の特徴部分を完成させる場合の取り扱いについて検討が続いている[29]。素材メー

カーにとっての戦略的選択として、AI モデルのパラメータや学習データは営業秘密（ノウハ

ウ）として秘匿し、AI が発見した材料の組成・構造・製法そのものを特許で保護するという二

層戦略が定着しつつある[36]。 

6. MIが材料開発の原理を書き換えている全体像 

マテリアルズ・インフォマティクスは単なる効率化ツールではなく、材料開発の方法論そのも

のを変革している。IDTechEx は 2034 年までの MI 市場を年平均成長率 11.5%と予測する[35]。

日本では 2013 年の戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）を皮切りに国家レベルの投資

が始まり、NIMS を中核とした「化学マテリアルズオープンプラットフォーム（化学 MOP）」

に旭化成・三菱ケミカル・三井化学・住友化学の 4 社が水平連携で参画している[11,34]。Google 

DeepMind の「GNoME」による 220 万種の新結晶構造発見や、ENEOS×Preferred Networks

の原子レベルシミュレーター「Matlantis」など、基盤技術の進化も著しい[33,19]。 
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クラレの事例が特に注目に値するのは、MI 後発企業でも組織設計次第で短期間に成果を出せる

ことを実証した点だ。研究開発トップが知財まで一括管轄する体制、外部 AI 人材と社内 DX 教

育の組み合わせ、そして「確度の低いテーマを停止して部署を 1 つ減らす」という選択と集中

の判断が、若手 1 人の成功を可能にした組織的条件となった[3]。中国企業の台頭（MI 関連特許

出願の 67.3%が中国）への危機感がその原動力であることも見逃せない[31]。 

7. 結論：見えるパラダイムシフト 

クラレの事例は 3 つの構造変化を映し出している。第一に、材料開発の民主化。AI が経験の壁

を下げ、転職 2 年目でも成果を出せる時代が始まった。第二に、研究と知財の融合加速。「AI

が特許を出す時代」への対応は、出願スピードの競争力に直結する。第三に、MI 後発企業の逆

転可能性。旭化成のような 5 年以上の先行者利益は大きいが、適切な組織設計と AI 人材投資で

急速なキャッチアップが可能であることをクラレは示した[1,2,3]。素材産業の競争軸は、もはや

「何を知っているか」ではなく「AI とデータをどう使いこなすか」に移行しつつある。 
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